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2021

●東日本大震災の発生直後、被災地の学校が再
開したとき、登校してきた子どもたちは「驚く
ほど『いい子』に見えた」と聞いたことがあり
ます。子どもは、大人が大変な状況にあること
を理解して、自分の感情やストレスを抑え込み、
心配させないようにと振る舞うそうです。長引
くコロナ禍、「大人を困らせまいと、自分のしん
どさを隠している『いい子』もいるかもしれな
い」と思いながら特集１を読みました。 
●夏の暑い日、叔父と電車に乗ったときのこと
です。冷房がきいていたのですが、叔父は横に
座る私にも風が当たるよう扇子で熱心にあおい
でくれました。体格のいい叔父の汗がひく前に、
冷え性の私は寒くなってしまい「すみません、
風がちょっと…」。「あっ、もういいの」と叔父
は自分にだけ風が当たるよう扇子を持つ手を替
えました。特集２を読みながら、あのときの扇
子のパタパタした動きを思い出しました。
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感染拡大が止まらず、子ども同士の交流
を抑制する日々が続いています。そんな
中、普段から孤立しがちな子は、友達と
かかわる力のさらなる低下が懸念されま
す。そうした子へのケアを考えます。

「落ち込んでいるように見える」「困って
当然の状況にある」にもかかわらず、「困
っていることはない？」と聞かれても、
「ないです」などと言う子。その背景を読
み解き、対応の工夫を紹介します。


